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第二回日本・EC研究者大会

1977年1１月

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ - - - -



第二回日本.EC研究者大会プログラムによって与えられているｏ
また、国際協定に関する共同体諸機関（この場合、理事会と委員会）の権限

関係について、共同体裁判所は、運輸問題に関する協定については、提案権と
交渉権は委員会に、締結権は理事会に属するとの判断を示した。 昭和５２年１１月１２日（土）、１３日（日）

慶応義塾大学三田校舎新研究室ABC会議室
慶応義塾大学EC研究会
関西EC研究会
同志社大学EC研究会
国際統合研究会
駐日EC委員会代表部
日本国際政治学会
国際経済学会
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現在の共同体が国家でもなければ、さりとて通常の国際組織でもないきわめ
てユニークな組織体であるがために、共同体の法人格あるいは能力について種
念の議論がなされてきたＯAETR判決も共同体の対外的機能に関する考え方
の一つを示したものといえる。今日のECの活動から判断すれば、その法的性
格からいって、能力も制限的に捉えるべきでなく、したがって加盟国の意志に
左右されやすい国際組織としてでなく、むしろ国家により近い組織体としてそ
の能力も捉えるべきであるｏ
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第一日１１月１２日（土）
個別報告 I ( 1 0 8 0 0 - 1 2 8 0 0 )司会山手治之氏（立命館大学）

「欧州共同体商事法概渕岡本善八氏（同志社大学）
「EC加盟に伴うイギリス法上の問題」

平良氏（慶応義塾大学）

昼食・休憩（１２８００-１３：３０）
特別謂演 ( 1 3 8 3 0 - 1 5 8 0 0 )

「法律と現実を基礎にヨーロッパを建設する」
ｳ ｫ ﾙ ﾌ ｶ ﾝ ｸ ･ ｴ ﾙ ﾝ ｽ ﾄ 氏

（駐日EC委員会代表部代表）

個別報告Ⅱ ( 1 5 ; 0 0 - 1 7 : 0 0 )司会内田勝敏氏（同志社大学）
「経済同盟の現状と問題点一共通農業政策を中心として」

清水貞俊氏（立命館大学）

「通貨同盟の現状と問題点」滝沢健三氏（東京銀行）
レセプション（１８：００-２０：００）駐日EC委員会代表部主催

〔 後 記 〕
駐日EC委員会代表部の援助により、第二回日本・EC研究者大会の報告要
旨を出版することができました。駐日EC委員会代表部に研究者大会に代り感
謝いたします◎をた、報告要旨の執筆を心よくお引受けください誉した諸先生
方にも御協力を感謝いたしますｏ

編集責任
慶応義塾大学EC研究会 I| ノ
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個別報告
１月１３日（日）
m(10 : 00 - 12 : 00 )司会中原喜一郎（東海大学）
「欧州共同体加盟問題をめぐる英国の世鐙」

田中俊郎氏（慶応義塾大学）
「EC委員会と統合の展開」南義溶氏（一橋大学）
(12800-13 :00)
（１３：００と１４８００）

「ECの対外関係」

（１４：００-１７:００）司会細谷千博氏イー橇圭些１

昼食・休憩
総 会
共通論題
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細谷千博氏（一橋大学）
大隈宏氏（成城大学）
野村昭夫氏（桃山学院大学）
岡村尭氏（西南学院大学）

片山謙二氏（福山大学）

Ｉ

｢EC対外関係の基本構造」
｢ECの対外経済関係の諸側面」 ’
｢ECの国際法主体性」
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閉会の辞
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